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子供が急な病気！仕事どうする？
上司・同僚はどうサポートする？
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【本日のお話】

1. アンケート結果

2. 本人、上司＆同僚ができる対応

3. 子どもの体調悪化を防ぐために

4. 社内で病気を広げない

5. 今後の日本の医療について



子どもは想像以上に
病気をする



大人であれば・・・
子どもは・・・
“最初の数年間”



保育園児：ひと月当たりの欠席日数

※年齢別保育園児の月当たり平均休園日数(富山市内調べ)



5歳までには相当強くなる！

１歳時には月に2～4日以上休園していた子も、
５歳では滅多に休まなくなる

※富山市内T保育園の園児休園状況調査」より



4月だけではない、病欠日数



働くお父さん、お母さんへのアンケートを実施

回答数341人（父親31人、母親310人）
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１．アンケート結果

働くお父さん、お母さんへのアンケートを実施

回答数341人（父親31人、母親310人）



89.7％

69.5％

78.3％

77.1％



調査対象

• 働くお父さん、お母さん
• 2018年9月実施（オンライン）
• 子育て世代の両親向け

(父親31名,母親310名: N=341)

①当会が実施したアンケート

②企業様で実施したアンケート

• 社員
• 2019年5月実施（オンライン）
• 子育て世代の両親（N=41）

• 子育て中の両親を、部下・同僚・上司としてサポートする
方（N=44）



0% 50% 100%

夫や家族の理解・サポートが十分に得られている

職場の上司・同僚・部下の理解・サポートが十分に得られている

仕事を調整することが⼤変

早退や遅刻、⽋勤などで職場に迷惑をかけることが⼼苦しい

職場の評価が気になる

1.とてもそう思う 2.まあまあ思う 3.どちらとも⾔えない 4.あまり思わない 5.まったく思わない

0% 50% 100%

お仕事を調整することが⼤変である

早退や遅刻、⽋勤などで 職場に迷惑をかけることが⼼苦しい

職場の方からの評価が気になる

1.とてもそう思う 2.まあまあ思う 3.どちらとも⾔えない 4.あまり思わない 5.まったく思わない

②企業様

子育て世代の両親

①当会 48%

77%

79%

37%

76%

88%

93%

73%

✓ リリーでは「職場の理解・サポートが十分に得られている」と感じている方が多い

✓ 職場の理解は高いが「迷惑をかけることの⼼苦しさ」や「仕事の調整の⼤変さ」は、一般の
結果とあまり変わらない

✓ リリーでは「職場の評価」を気にする方が一般の結果よりも少ない

アンケート結果

<病気で仕事を休む時に抱く感情>



「お子さんの病気で仕事を休む時に抱く思い」

【１】職場にも子どもにも申し訳ない
【２】夫への不満
【３】金銭面のこと
【４】前向きな意見

①当会が実施したアンケートアンケート結果

自由記載欄をまとめました



アンケート結果

【１】職場にも子どもに申し訳ない

•仕事のフォローをしてくれる人に申し訳ない

•子どもの体調の悪いときくらいゆっくりそばに
いてあげたいが、かなわないとき、子どもに対
して申し訳ない気持ちになる

①当会が実施したアンケート



【４】前向きな意見 1

•子育て真っ最中の職場なので、互いが互いのぺー
スで、けれど内容はしっかりこなすを共通認識に
している

•言葉で感謝と謝罪を伝えるようにしている。いつ
休んでもいいように、業務を前倒しで進行し、同
僚に進捗の共有、情報をきちんとまとめるように
している

•仕事の進捗や、引き継ぎやすい形にしておくこと、
期限より早めに仕上げることなど心掛けている

アンケート結果 ①当会が実施したアンケート
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２．本人、上司＆同僚ができる対応

【１】仕事量のコントロール

【２】心情⇔サポート・声がけ

【３】子どもの病気の理解



【１】仕事量のコントロール

•上司→復帰一年目
仕事量の総量も考慮を

•双方
スケジュール共有
仕事で使うファイルは共有サーバーに保管
分担は明確に



【１】仕事量のコントロール

・本人に仕事の調整を任せた結果、、、
心無い言葉があり『退職』。

・良かれと思って・・・

『私なんていなくてもいい』

と思わせる疎外感、無力感。

締め切りは迫ってないけれど、
ある程度ボリュームや責任のある仕事の分担を



【２】心情⇔サポート・声がけ

•本人は働きたい！！！
『やる気がない』わけではないことを理解

（頭の中は仕事のことでいっぱいである）

職場に迷惑をかけることを非常に気にしている

•見えない不安
制度・業務的には整っていて表面上は何も言われ
ない分、評価にどう反映しているのか見えない部
分も。



【２】心情、サポート、声がけ

「お子さんもかわいそうだから一緒にいてあげて」

子どもの心情を憶測で語るのはNG

母親のみ？？？
母親も同じように仕事を全うしたい



【３】子どもの病気の理解

•急に病気になる⇒急に休む

•見通しが立たない
⇒1日？・・・1週間！？

•きょうだい間で伝染しあう



子どもという存在への理解

「効率的」「便利性」「即時性」・・・

そんな社会に慣れていませんか？

子どもとは
泣きやまない！！・・あっという間に流れる時間

⇒コントロールできない

大人のミニチュアではない



子どもが病気・・・

上司・同僚にできる最も大切なこと



子どもが病気・・・
上司・同僚にできる対応で最も大切なこと

•一人ひとり、状況はとても異なる
→対話が必要

•子を知ることで、愛情を持てる
知ることから・・・



なぜ ”会社” を
あげて取り組まなくては

いけないのか



世代ごとに分類

⇒状況はとても異なっている

親が近くにいる？等・・・

ひとりひとりの状況にあわせて



相互理解



お互い様の気持ち

•子育ては数年間、
介護、自らの病気は・・・？

順繰りにめぐってくる

•制度を活用しながら、
長く働き続けるために



子育てに優しい会社
＝介護、自らの病気に優しい会社に

ダイバーシティー推進の会社は、
一気に増えている

当然のこと
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３．子どもの体調悪化を防ぐために

悪化を防ぐために親にできること



悪化して長引く、悪化して入院

そうならないために、
私たちにできることは？



子どもの体調管理

•子どものいつも（ひとりひとり異なる）

を知る いつもと同じ？元気かな？

•全身状態をチェック

「食う」「寝る」「遊ぶ」「出す」



なにを優先するか？

•毎日の長時間保育・・・
月曜日～金曜日・・・

体調が下降気味 週末の楽しい予定

•親にとっては、一大事
保育園の卒園式！



病気との付き合い方

•病気になるのは、悪いことではない、
誰のせいでもない

•安易に犯人を探さない



困ったときの相談窓口

•Web
日本小児科学会『こどもの救急サイト』
総務省消防庁『救急受診ガイド』

•電話相談
＃7119（24時間365日救急車利用相談）
＃8000（子どものみ）

•アプリ
大阪市消防局「小児救急支援」
佐久医師会「教えてドクター！」

総務省消防庁Q助

•冊子も役立ちます



地域のサービスを知ろう 子ども編

•できるだけ休めること、を目指しつつ・・・

病児保育・病後児保育
地域によって、異なる様々な情報をチェック

•祖父母、近所の人、ファミサポ、派遣型、
訪問型・・・
選択肢を準備しておく
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４．社内で病気を広げない

会社全体で病気を広めないために・・・



子どもよりも・・・大人！

「体調不良時、無理をしない」



ご存知ですか？風疹のこと
（CareNetより）



2018年の患者数（TBS Nスタより）



風疹急増に関する緊急情報(2019年)



先天性風疹症候群

10人が生後6ヵ月までに亡くなり、
1人が生後18ヵ月で亡くなっています。

既に2019年は2014年以来になる2人の報告

国立感染症研究所 IASR(病原微生物検出情報)
「2012～2014年に出生した先天性風疹症候群45例の
フォローアップ調査結果報告」 より

※2012年（n=4）
2013年（n=32）
2014年（n=9）
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５．今後の日本の医療について

『人生１００年の時代』
６９７８５人（２０１８年9月現在）＋３２２４１人



死亡者数の増加



最期の場所は「病院」から「自宅」へ



在宅医療、訪問看護、地域の状況は？

※厚生労働省社会保障審議会 医療部会資料



何歳まで働き”続け”ますか？



病気になっても働き続ける社会へ

•4人に1人が
「メンタルヘルスに不調を感じたことがある」
※独立行政法人労働政策研究・研修機構
「第２回日本人の就業実態に関する総合調査」結果より

•2人に1人がガンになる
（新規がん患者毎年20数万人）



現在の日本の状況

•介護離職が毎年約9万人。

•出産、育児での離職は厚労省統計で年10万人。

第一生命経済研究所の2017年の試算では・・・

出産退職は 20万人/年

経済損失は１兆2000万円/年



世の中への波及効果

自分の会社が良いから
「良い」ではない


